
第 129 回講習会 「四力＋制御」にもう一度チャレンジし基礎力を高める講習会 

―目指せ 機械系技術者の土台再構築と設計・開発力アップ― 

 

開催日 12 月 7 日（月） 13:30 ～ 18:45 

会場 名古屋大学ベンチャービジネスラボラトリー（VBL） 

 （名古屋市千種区不老町，地下鉄名城線「名古屋大学」駅下車，徒歩 5 分） 

 （地図）http://www.nagoya-u.ac.jp/access-map/index.html 

協賛団体 精密工学会東海支部，自動車技術会中部支部，計測自動制御学会中部支部， 

日本塑性加工学会東海支部，日本設計工学会東海支部 

定員 40 名（各科目 20 名） 

締切 11 月 20 日（金） 

 参加希望者多数の場合は申込締切日を繰り上げさせて頂く場合があります． 

 お早めに申し込みください． 

 

趣旨：現代の設計・開発業務においては，多様な学術領域の知識を組み合わせて駆使する必要が

あります．そのため，もはや機械系技術者は１つの専門領域にとらわれず機械工学全般の

基礎分野を高いレベルで修め，さらにはそれらを融合させて新しいアイデアを生み出して

いくことが必要となっています．そのような技術者の基礎学力を高めることを目的とし，

第１２９回講習会では，企業において第一線で活躍が期待される若手の技術者を対象とし，

応用を鑑みつつわかりやすく機械工学の「四力（熱力学・流体力学・材料力学・振動工学）

および制御工学 」を学ぶ講習会を開催いたします．基礎を学び直すことが応用力を高め，

ひいては新しい機械を創造する人材育成につながります．人材育成のコスト削減や，設計

ミスによるリコールなどの損失防止にも役立ちます．ぜひご参加ください． 

内容： 下記２科目から 1 科目を選択 

Ａ 流体力学   長田 孝二 （名古屋大学 教授） 

13:30-15:00 流体の基礎式，ベルヌイの定理と応用 

15:15-16:15 管内流れ，境界層流れ 

16:30-17:30 流体中の物体に働く力と流れの相似則，流量と流速の計測手法 

17:45-18:45 情報交換会（受講者側から講師への質問の機会を提供） 

Ｂ 制御工学（現代制御） 原  進 （名古屋大学 教授） 

13:30-15:00 ２次形式最適レギュレータ（LQR）の古典的変分法による導出 

15:15-16:15 ・LQR の評価関数はどう設定すべきか？ 

   ・高次残余モードを励起しないための LQR の設計例 

16:30-17:30 ・一部の状態量が計測できない場合のオブザーバ設計法 

   ・レギュレータ制御からサーボ制御へ 

17:45-18:45 情報交換会（受講者側から講師への質問の機会を提供） 

対象 大学の機械系学部で既に四力＋制御を学んだことがあるレベル 

参加費（教材費込み） 会員 10000 円，会員外 20000 円 



申込方法 右記 Web サイトからお申込下さい．（http://www.jsme.or.jp/tk/） 

 希望科目（Ａ（流体）・Ｂ（制御））を選択して申し込みください． 

 電子メールアドレスは，携帯電話メールアドレスでのご登録はお控え下さい． 

 参加決定者には後日参加券をお送りしますので，当日必ずご持参ください． 

参加費は 11 月 27 日（金）までに銀行振込をお願いします．当日現金払いは＋1000 円と

なります 

 

企画幹事 名古屋大学 井上剛志 

問合わせ先  

〒464-8603 名古屋市千種区不老町 名古屋大学工学部機械工学教室内  

日本機械学会東海支部 

電話・FAX：(052)789-4494， E-mail：tokaim@nuem.nagoya-u.ac.jp   

 

講師からのひとこと 

長田先生：本講義では，流体力学の基礎と応用に関して，実社会で役にたちそうな内容を，

焦点を絞って解説します．大学で一度流体力学の基礎を勉強された方を対象とします．

小難しい理屈や面倒で細かい式の導出を極力排除し，「あのときに学んだのはそうい

うことだったのか」と思い出していただけるような内容にしたいと思います．そして，

今回学びなおしていただく内容が受講者の皆様のお仕事でお役に立つことを期待し

ております．積極的な質問も期待しています． 

原先生：「PID 制御は業務で使うけど，それ以上のことはわからないし，勉強する時間も

ないなぁ．」と思われる方，「制御系ソフトは一通り使えるけど，中身の理屈はよく知

らない．こんなことなら大学の講義をまじめに聞いておくべきだったなぁ．」と思わ

れる皆さん，一日だけ大学の講義に戻ってきませんか？もちろん，制御で他社とは違

う特徴を見出したい方から，従来のシステマティックな社内教育とは異なる雰囲気の

研修をしたい方まで歓迎します．資料も用意しておりますが，ぜひノートと筆記具持

参で大学の講義室に戻ってきてください．○○年ぶりの御登校を心よりお待ちしており

ます． 

 

メモ 

・四力（熱，流体，材力，振動）＋制御から毎回２つずつ選び，２室パラレルで実施． 

 ５回参加で全５科目修了．初回は１日１科目受講．評判次第で継続・回数を検討． 

・科目と講師は東海地区の大学から評判の良い先生で毎年ローテーションで回す． 

・通常の講義１５週分（22.5 時間）の内容を 3.5 時間に凝縮．  

・すでに学生時代に一度やっている方を対象．細部は省略して重要ポイントのみに絞る．  

・情報交換会では簡単な飲食程度（アルコール含む）を準備し，受講者側から実務関係で先生へ

の質問機会を提供．講師側も受講者が実務における課題や疑問を知ることができ有用．共同研

究・開発につながることも期待． 


